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16.  Abstract 

現行のヘッドランプと道路照明では、夜間走行時における危険を低減する効果は一部しか期
待できない。この危険性を低減させる為に様々な種類のセンシング技術を使った各種暗視向上
システム(Night vision enhancement systems)が開発されている。二つの主なセンシング技
術が特に開発対象として興味を集めており、共に現行の新型車に搭載可能となっている。一つ
は、受動的に路上の表面や物体から放射熱を検知して画像に映し出す遠赤外(FIR: Far 
Infrared)システムで、もう一つは、能動的に NIR を照射し、その反射光をとらえる近赤外
(NIR: Near Infrared)システムである。それらのシステムによって映し出された映像、そしてド
ライバーがそれらを活用する方法は異なってくることが予想される。暗い環境による安全性の
問題点が歩行者への衝突の危険性を増加させるという兆候がある。歩行者は通常路上の遠赤外
発生源の中でも目立ちやすいので、FIR の視界では特に認知しやすくなると思われる。 

歩行者の検出度を NIR と FIR の視界で比較するために、夜間、両方のシステムが搭載された
試験車両でいくつかの条件の路上を走行した。走行ルート沿いには歩行者を配置した。その
後、両方のシステムで同時に録画したビデオ画像を実験室で 16 名の被験者(30 歳以下８名、
60 歳以上 8 名)に見せた。被験者には各歩行者を見つけた時点で即ボタンを押してもらう。そ
の結果、FIR での検出距離は明らかに NIR より遠かった。若い被験者は高齢の被験者より検出
距離が遠く、両方の年齢グループともに FIR での検出距離が遠くなった。NIR と FIR の有効性
はそれぞれの技術の本質的な利点はもとより、その装置の製品化における細かい仕様にも依存
すると予想できる。この実験で使用された二つのシステムがそれぞれの技術をある程度代表し
ているとする限りでは、この結果は FIR システムで歩行者検出の向上が期待できることを示唆
している。 
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